
 イタリア・トスカーナの
プールサイドキッチン

13 2世帯が“外の食卓”でつながるtipsno.

高級別荘地としても名高いエリアに建つこの邸宅は、
クラウディアさんとエリーザさん姉妹が、
家族みんなで共に暮らすという夢をかなえた二世帯住宅。
週末には必ず親戚や友人と同じ食卓を囲んで過ごす──
このトスカーナらしい豊かなライフスタイルを実現させたのは、
共有スペースとして設けたプールサイドキッチンだ。

LUXURY KITCHEN _ Tips 13

1 全長4mもある大きなテーブルを囲むダイニング
テラス。建物の側面に見えるのがコンパクトな外キ
ッチン。右から、設計を手がけたb-archのサブリ
ーナさんとアレッサンドロさん。中央に並んで座っ
ているのが建て主のクラウディアさん・エリーザさ
ん姉妹で、傍らにはご主人のマルコさんとディエゴ
さんが。デイベッドにちょこんと腰掛けているのは、
クラウディアさんの愛娘のゼルダちゃん。2 まるで
景色の一部のような佇まいの建物外観。左の棟の半
分と、残り半分＋右の棟に分かれて各世帯が暮らす。
アウトドアキッチンはプールの北側に位置している。

撮影／Monica Spezia　コーディネイト／Kayo Tokunaga（徳永かよ）
設計／Alessandro Capellaro＋Sabrina Bignami（b-arch）
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幅6×全長16mのプールは冬でも泳
げるよう温水システムを完備。ダイ
ニングエリアを挟む板張りの箱は右
側がユーティリティで、左側が倉庫。

自然を満喫しながら食事を楽しむリゾートホテルのようなプールサイド
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　イタリア・フィレンツェ駅から車で20分ほど西へ向かう
と、トスカーナ地方特有の穏やかな丘稜地帯が広がっている。
豊かな自然の風景に馴染む土色のこの建物は、18世紀に建
てられた農家をリノベーションした二世帯住宅である。
　建て主はそれぞれに子供のいる家庭をもつ若い姉妹。代々
このエリアで事業を営んできた結束の強い家系に生まれ、幼
い頃から親しんだ地でいつか一緒に暮らすことが夢だったと
いう。設計を手がけたのはインテリアアーキテクトデュオの
b-arch。土地探しからサポートし、４年がかりで姉妹の理想
の住まいを完成させた。「仲のいい家族とはいっても、生活
のリズムも、インテリアの趣向も違う。２世帯のプライベー
ト空間は分けながら、彼女たちのライフスタイルを象徴する

ものが必要でした。それが庭に設けた“外の食卓”なのです」。
　広大な庭の中央に、各世帯の居住スペース２棟が隣接した
母屋がある。そのメイン棟のすぐ横に、離れのようなプール
サイドテラスを計画。タイルやパーゴラでダイニングを設え、
コンパクトなキッチンも併設した。「妹のエリーザ一家とだ
けでなく、人を招いて集まることが日常の私たちにとって、
この“外の食卓”は親族や共通の友人を大切に思う心その
ものを表している場所です。小さくてもキッチンをつくった
のはとても便利で、大正解だったわ」と姉のクラウディアさ
んは言う。「設計は人生そのものをつくること」── b-arch
のサブリーナさんがそう語るように、プールサイドのキッチ
ン空間が２世帯の絆をより深めている。

“屋外の食の場”が2つの家族の幸せな関係を築く

3 姉妹共通の要望だったのが「子供たちが思いきり
遊べる広い庭」。敷地の外周にはぐるりと生垣が植
樹され、どこにいても目が届くので安心。4 キッチ
ンは水場だけでなく火元や電源も備えており、食材
を持ち出して簡単な調理やBBQが可能。天井面に
は照明も仕込まれており、夜でも手元が見えやすい。
5 キッチンやテーブルにはパトリシア・ウルキオラ
がデザインしたイタリアのMutina社のタイルを使用。
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6 アウトドアキッチンは奥から
シンク、調理台、グリルになっ
ており、2人でも作業しやすい
設計。ロールスクリーンで全体
を閉じることも可能で、雨の日
には降ろしておけば濡れる心配
もない。7 夫婦揃って料理が趣
味というエリーザさんの住戸棟
が、プール側に位置している。
調理はエリーザさん夫妻が担当
するため庭への持ち出しも簡単。
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週末はプールで泳いだ後、お昼から
食事とワイン、そして会話を楽しむ
のが習慣。パーゴラには藤が這い始
め、将来は緑の屋根ができる予定。
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アレッサンドロ・カペラッロ（左）／
サブリーナ・ビニャーミ（右）。フィ
レンツェを拠点とするインテリアデザ
イン・建築設計事務所共同主宰。伝統
とモダンの上質なミックススタイルに
定評がある。（http://www.b-arch.it）

Architect's Profile
b-arch／
Alessandro Capellaro
Sabrina Bignami

エリーザさんの家の調理スペースは、
奥行き1.4×全長3.6mもある大型の
アイランドキッチン。ここでみんなの
食事を用意し、プールサイドへと運ぶ。
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8 大きな鍋でペンネをつくるディエゴさん、エリーザさんと
愛娘のティルダちゃん。9 部分的に取り入れた柄タイルが外
の空気に似合っており、インテリアの参考にもなる。10 約
8700㎡の広大な敷地が風景と連なり、圧倒的な開放感をも
たらす。11 クラウディアさんの家のキッチンは、分棟型の
母屋の“ブリッジ”となる増築部に位置。まるで外に飛び出し
たような形で、正面には自宅のオリーブ畑が広がっている。
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